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令和７年度 城山公民館運営審議会会議録 

 

１ 日 時  令和８年３月 17 日（火）午後１時 30 分～２時 30 分 

 

２ 場 所  城山公民館本館 102 教室 

 

３ 出席者  〈委員〉５名 

寺島 賴利（第二地区住民自治協議会会長） 

西澤 利治（第一地区住民自治協議会会長） 

小笠原 徹（第二地区住民自治協議会教養文化部会長） 

小田切隆一（第一地区地域公民館連絡会会長） 

柳澤 譽予（利用団体「楽しいレザークラフト」代表） 

※岡村貴子 委員、松田愛絵 委員、丸山貴 委員、丸山真弘 委員は都合により欠席 

〈事務局〉２名 

島田 安彦（市立城山公民館館長） 

       須田 公章（市立城山公民館係長） 

 

 長野市公民館条例第 14 条第１項の規定に基づき、委員の互選により 寺島 賴利 委員を会長とした。 

長野市公民館条例第 15 条の規定に基づき、委員（定員９名）の過半数の出席があるため、会議成立を

事務局より報告した。 

 

４ 報告事項 

 〈事務局〉事務局より、令和７年度の公民館概要と公民館企画事業の報告を行った。 

      主な報告内容：予算・職員体制、活動の重点目標、成人学校事業、市民講座・学級事業、 

成人祝賀事業、作品展・学習発表会事業、館報発行、公民館利用状況 について 

 

５ 審議事項 

 〈事務局〉令和７年度の活動を振り返り、令和８年度の課題・方針について委員より意見・要望をいた

だきたい。 

 〈事務局〉令和８年３月市議会で城山公民館別館（旧蔵春閣）の解体工事費の予算要求をしている。可

決されると早ければ６月頃から来年の３月までの長期間工事が続き、公民館敷地の駐車場敷

地のかなりの部分が工事エリアとなること、また解体中には騒音や振動等で公民館利用者に

は活動するうえでご負担とご迷惑をおかけすることとなるが、ご理解をお願いしたい。 

      

 〈委 員〉市民講座に参加して興味を持ち、現在有志によるサークルを立ち上げ活動をしている。城山

公民館という場を毎回無料で気持ちよく使うことができ大変ありがたい。駐車場については

できるだけ配慮をお願いしたい。 

 〈委 員〉令和７年度の事業報告を受けたが、親子で参加できる講座は令和８年度も引き続き継続して

いってほしい。 

 〈委 員〉住民自治協議会単独でのイベント企画でも、悩みはなかなか人が集まらないこと、また集ま
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る場所が無いこと。公民館との合同企画や公民館施設を使用しての企画が出来ればよいと考

えている。 

〈委 員〉館報は公民館活動を知るうえで、毎回楽しみにしている。QR コードも掲載され城山公民館

のホームページからバックナンバーも見ることができることはありがたい。発行回数も年４

回は妥当であると考える。予算上難しい面もあるかと思うが、より見やすいカラーでの印刷も

検討してほしい。難しいようであればカラー版をホームページ上だけでも掲載してほしい。 

 〈委 員〉令和７年度に実施した市民講座の中でも人気のあった講座は来年度も継続してよいのではな

いか。 

 〈委 員〉子供向けの映画やアニメの上映会のようなものを企画してほしい。また、善光寺の住職を講

師に迎え、命の大切さを学ぶ「いのちの講座（授業）」を企画してみたらどうか？ 

 〈委 員〉住自協の役員会等でも第二地区分館を使用している。大半は自家用車で来館するため、駐車

場の確保並びに無料認証（２時間）の延長を強く要望する。 

  

 

〈事務局〉解体工事にあたり、具体的な工事区画等は詳細が分かり次第随時お知らせする。公民館利用

者が駐車できない場合は市営の城山公園駐車場（有料）を利用いただき、２時間までの無料認

証を令和７年度に引き続き令和８年度も継続する予定である。 

〈事務局〉令和８年４月利用分より、長野市施設予約システム「まちかぎリモート」での使用申請が可

能となった。今までは公民館窓口に直接使用申請書を提出しなければならなかったが、自身の

PC やスマホから使用申請ができることとなる。より身近に使いやすくなることを今後も周知

していきたい。 

 〈事務局〉親子で参加できる講座は今後も重点事業に掲げ企画を行っていきたい。土日が中心となると

思うが、前日や当日に子供の体調が悪くなりキャンセル連絡が多い。また、働き方の多様化や

夫婦共働き世帯も多く、参集に苦慮している。アニメの上映会についても著作権や施設の設備

の問題もあり、難しい面がある。城山公民館は善光寺の“お膝元”でもあることから、「いのち

の授業」は検討していきたい。 

〈事務局〉館報の発行（印刷依頼）は毎年入札により事業者が決定する。予算面もあるが印刷業者と調

整してデータの納品にカラー写真での納品が可能であるか調整してみたい。 

 〈事務局〉皆様から大変貴重なご意見をいただいた。今後の事業計画・活動に活かしていきたい。 

 

 

以上 


